
　（総則）
第１条　受注者は、別冊の図面及び仕様書（以下「仕様書等」という。）に基づき、頭書の業務委託料（以下「委託料」という。）をもって、頭書の委託期間
（以下「委託期間」という。）内に、頭書の委託業務（以下「委託業務」という。）を実施しなければならない。
　（契約の保証）
第２条　受注者は、この契約と同時に、次の各号のいずれかに掲げる措置を講じなければならない。この場合において、第４号に掲げる措置を講じたときは、
直ちに当該措置に係る保険証券を発注者に寄託しなければならない。
(１)　契約保証金の納付
(２)　契約保証金の納付に代わる担保となる有価証券等の提供
(３)　契約保証金の納付に代わる担保となる措置であって、この契約による債務の不履行により生ずる損害金の支払を保証する銀行又は発注者が確実と認め
る金融機関の保証
(４)　この契約による債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約の締結
２　前項各号に掲げる措置に係る契約保証金（契約保証金の納付に代わる担保については、当該担保の価値）の額又は保証金額若しくは保険金額（以下「契約
保証金の額等」という。）は、委託料の100分の10以上としなければならない。
３　第１項の規定により、受注者が、同項第２号又は第３号に掲げる措置を講じたときは当該措置は契約保証金に代わる担保の提供として行われたものとし、
同項第４号に掲げる措置を講じたときは契約保証金の納付を免除する。
４　委託料の変更があったときは、契約保証金の額等が変更後の委託料の100分の10に達するまで、発注者は契約保証金の額等の増額を請求することができ、
受注者は契約保証金の額等の減額を請求することができる。
　（権利義務の譲渡等）
第３条　受注者は、この契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。ただし、あらかじめ書面により発注者の承諾を得たと
きは、この限りでない。
　（再委託等の制限）
第４条　受注者は、委託業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、あらかじめ書面により発注者の承諾を得たときは、こ
の限りでない。
　（委託費明細書の提出）
第５条　受注者は、契約締結後10日以内に委託費明細書を発注者に提出しなければならない。ただし、委託費明細書は発注者及び受注者を拘束するものでは
ない。
　（業務責任者）
第６条　受注者は、委託業務を実施するに当たり、業務責任者を定め、その氏名を書面により発注者に通知するものとする。業務責任者を変更したときも同様
とする。
　（委託業務の調査等）
第７条　発注者は、受注者の委託業務の実施について、随時その状況を調査し、又は受注者に対し報告を求め、その業務の改善、停止その他の措置を指示する
ことができる。
　（委託業務の内容の変更等）
第８条　発注者は、必要があると認めるときは、書面により受注者に通知して、委託業務の内容を変更し、又は委託業務の全部若しくは一部の実施を一時中止
させることができる。この場合において、委託料又は委託期間を変更する必要があるときは、発注者と受注者とが協議して書面により定める。
２　前項の場合において、受注者が損害を受けたときは、受注者は発注者に対して損害の賠償を請求することができる。この場合の賠償額については、発注者
と受注者とが協議して定める。
　（臨機の措置）
第９条　受注者は、災害防止等のため必要があると認めるときは、臨機の措置をとらなければならない。この場合において、必要があると認めるときは、受注
者は、あらかじめ発注者の意見を聴かなければならない。ただし緊急やむを得ない事情があるときは、この限りではない。
２　前項の場合において、受注者は、そのとった措置の内容を直ちに発注者に通知しなければならない。
３　発注者は、災害防止等のため必要があると認めるときは、受注者に対して臨機の措置を求めることができる。
４　受注者が第１項又は前項の規定により臨機の措置をとった場合において、当該措置に要した費用のうち、受注者が委託料の範囲において負担することが適
当でないと認められる部分については、発注者がこれを負担する。この場合における発注者の負担額は、発注者と受注者とが協議して書面により定める。
（委託業務の実施に係る損害）
第10条　受注者は、委託業務の実施に当たり受注者の責めに帰する理由により発注者又は第三者に損害を与えたときは、直ちに発注者に報告し、損害を賠償
しなければならない。
２　発注者は、受注者の委託業務の実施に当たり発注者の責めに帰する理由により受注者又は第三者に損害を与えたときは、損害を賠償しなければならない。
３　委託業務の実施に当たり発注者と受注者のいずれの責めにも帰さない理由により生じた損害を賠償するときは、発注者と受注者とが協議して定めるものと
する。
　（委託業務の検査）
第11条　受注者は、その月に係る委託業務が終了したときは、遅滞なく、発注者に通知しなければならない。
２　前項の規定による通知を受けたときは、発注者はその日から起算して10日以内に当該委託業務の実施状況について検査し、その結果を受注者に通知しな
ければならない。
３　前項の規定による検査の結果不合格となり、当該委託業務の実施について補正を命ぜられたときは、受注者は遅滞なく当該補正を行い、発注者に補正完了
の通知をし、再検査を受けなければならない。この場合において、当該補正に要する費用は、受注者の負担とする。
４　第２項の規定は、前項の再検査について準用する。
　（委託料の支払）
第12条　受注者は、前条第２項（同条第４項において準用する場合を含む。）の規定による検査の結果、合格の通知を受けたときは、当該通知を受けた部分
の委託料相当額の請求をすることができる。
２　発注者は、前項の規定による請求を受けたときは、その日から30日以内に請求金額を支払うものとする。
（発注者の解除権等）
第13条　発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、この契約を解除することができる。
(１)　受注者の責めに帰する理由により委託期間内において委託業務を完了する見込みが明らかにないと認められるとき。
(２)　受注者の責めに帰する理由により委託業務に着手すべき期日を過ぎても委託業務に着手しないとき。
(３)　受注者の委託業務の実施が甚だしく不誠実と認められ、又はこの契約を誠実に履行する意志がないと認められるとき。
(４)　委託業務を実施するために必要な資格免状の喪失等により無資格者となったとき。
(５)　第３条又は第４条の規定に違反したとき。
(６)　前各号に掲げる場合のほか、受注者がこの契約に違反し、その違反によりこの契約の目的を達成することができないと認められるとき。
(７)　第17条第１項各号に規定する理由によらないで、この契約の解除を申し出たとき。
(８)　受注者が次のいずれかに該当するとき。

　ア　役員等（受注者が個人である場合にはその者を、受注者が法人である場合にはその役員又はその支店若しくは常時業務の契約を締結する事務所の代表
者をいう。以下この号において同じ。）が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第６号に規定する暴力団員
（以下この号において「暴力団員」という。）であると認められるとき。

　イ　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下この号において同じ。）又は暴力団員が経営に
実質的に関与していると認められるとき。

　ウ　役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認め
られるとき。

　エ　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関
与していると認められるとき。

　オ　役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき。

　カ　再委託契約その他の契約に当たり、その相手方がアからオまでのいずれかに該当することを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。

　キ　受注者が、アからオまでのいずれかに該当する者を再委託契約その他の契約の相手方としていた場合（カに該当する場合を除く。）に、発注者が受注
者に対して当該契約の解除を求め、受注者がこれに従わなかったとき。

２　前項の規定によりこの契約を解除した場合において、受注者が既に実施した部分であってその実施の状況が第11条第２項又は第３項の規定による検査の
結果が合格であるものについては、受注者は、当該部分の委託料相当額の請求をすることができる。
第14条　発注者は、委託業務が完了しない間は、前条第１項に規定する場合のほか必要があるときは、契約を解除することができる。
２　前条第２項の規定は、前項の規定により契約を解除した場合について準用する。
３　受注者は、発注者が第１項の規定により契約を解除した場合において損害が生じたときは、その損害の賠償を発注者に請求することができる。
　（違約金の徴収）
第15条　発注者は、第13条の規定によりこの契約を解除したときは、委託料の100分の10に相当する額を違約金として、受注者から徴収する。
２　発注者は、前項の違約金を委託料から控除するものとし、なお不足がある場合は、別に徴収する。

３　第１項の場合において、第２条第１項第１号から第３号までの措置が講じられているときは、発注者は、契約保証金又は契約保証金の納付に代わる担保をもって第１項の違約金に充当することができる。
（損害賠償）
第16条　発注者は、第13条第１項の規定により契約を解除した場合において前条の違約金の額を超えた金額の損害が生じたときは、その超えた金額を損害賠償金として受注者から徴収する。
　（受注者の解除権等）
第17条　受注者は、次の各号のいずれかに該当する事由があるときは、この契約を解除することができる。
(１)　第８条第１項の規定により契約の内容を変更したため、委託料が３分の２以上減少したとき。
(２)　第８条第１項の規定による中止の期間が委託期間の３分の２以上に達したとき。
(３)　発注者がこの契約に違反し、その違反により契約を履行することが不可能になったとき。
２　第13条第２項の規定は、前項の規定により契約を解除した場合について準用する。
３　受注者は、第１項の規定により契約を解除した場合において損害が生じたときは、その損害の賠償を発注者に請求することができる。
　（契約保証金の還付）
第18条　契約保証金の納付又はこれに代わる担保の提供が行われている場合において、受注者がこの契約を履行したとき又は前条第１項の規定によりこの契
約を解除したときは、受注者に還付するものとする。
（遅延利息の徴収等）
第19条　発注者は、受注者がその責めに帰する理由によりこの契約に基づく違約金又は損害賠償金を発注者の指定する期間内に支払わないときは、その支払
わない額に当該期間を経過した日の翌日から支払の日まで年2.7パーセントの割合（うるう年の日を含む期間についても365日当たりの割合とする。）で計
算した遅延利息を徴収する。
２　受注者は、発注者がその責めに帰する理由によりこの契約に基づく委託料又は損害賠償金を指定の期間内に支払わないときは、その支払わない額に当該期
間を経過した日の翌日から支払の日まで年2.7パーセントの割合（うるう年の日を含む期間についても365日当たりの割合とする。）で計算した遅延利息を
請求することができる。
３　発注者は、受注者がこの契約に基づく違約金又は損害賠償金を発注者の指定する期間内に支払わないときは、その支払わない額に第１項の遅延利息を付し
た額と、発注者の支払うべき委託料の額とを相殺し、なお不足があるときは追徴する。
４　発注者は、この契約に基づく違約金及び損害賠償金並びに第１項の遅延利息に関し、これらの債権の保全上必要があるときは、受注者に対し業務又は資産
の状況に関して質問し、帳簿書類その他の物件を調査し、又は参考となるべき報告若しくは資料の提出を求めることができる。
５　発注者は、受注者が前項の規定に違反して、質問に応ぜず、若しくは虚偽の応答をし、若しくは報告等をせず、若しくは虚偽の報告等をし、又は調査を拒
み、妨げ、若しくは忌避した場合においては、当該債権の全部又は一部について履行期限を繰り上げることができる。
　（関係法令の遵守）
第20条　受注者は、委託業務の実施に当たっては、関係法令を遵守しなければならない。
　（服務及び規律）
第21条　受注者は、委託業務に従事する者（以下「従事者」という。）の服務及び規律の維持に関して一切の責任を負わなければならない。
２　受注者は、従事者が、発注者の施設において委託業務実施上必要のない場所に立ち入り、又は許可なく器物等を移転し若しくは持ち出すことのないよう、
十分監督指導しなければならない。
３　発注者は、従事者について、委託業務の履行又は管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、受注者に対してその理由を明示して、その変更を
求めることができる。
４　受注者は、前項の規定による請求があったときは、当該請求に係る事項について決定し、その結果を発注者に通知しなければならない。
　（秘密の保持）
第22条　受注者は、委託業務の処理上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。
　（その他）
第23条　この契約書及び仕様書等に定めのない事項及び疑義の生じた事項については、必要に応じて発注者と受注者とが協議してこれを定めるものとする。

